
時事問題懇談会 海外事情調査会 師を囲む会 健康ライフを考える会（不定期開催）

テーマ アジア経済の見通しとリスク 多事の秋－トランプ関税戦争の長期化と日中関係の新動向 宗教社会学からみた日本史 ―

講　師 国際通貨研究所　理事長　浅川　雅嗣 東京財団政策研究所　主席研究員　柯　隆 大正大学　地域構想研究所　客員教授　島薗　進 ―

テーマ ドローン、ＡＩ、サイバーが織りなす、これからの戦争のかたち 李在明政権100日の評価と今後の展望 日本人の死生観 “整形外科”はあなたの身近なパートナー

講　師
防衛省防衛研究所　政策研究部　グローバル安全保障研究室　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　主任研究官　博士（安全保障学）1等陸佐　川村　幸城
慶應義塾大学　法学部政治学科　教授　西野　純也 大正大学　地域構想研究所　客員教授　島薗　進 三井記念病院 整形外科科長/副脊椎センター長　安野　雅統

テーマ トランプ政権の政策をどうみるか－日本経済への影響と考えるべき対応 トランプ中東訪問後の周辺地域情勢 生物学的幸福論—人はなぜ幸せになれないのか ―

講　師 日本総合研究所　調査部長　石川　智久 日本放送協会　解説委員室解説主幹　出川　展恒 東京大学定量生命科学研究所　教授　小林　武彦 ―

テーマ どうなる日本の政治—参議院選挙を見据えて トランプ関税の行方と日中関係のあり方 証券取引所の自主性・独立性は「コーヒーハウス」から生まれた ―

講　師 読売新聞特別編集委員　橋本　五郎 東京財団政策研究所 主席研究員 柯 隆 中島経営法律事務所 代表 弁護士・弁理士　中島　茂 ―

テーマ 持続不可能な財政　再建のための選択肢　～危うい日本の財政と金融の実態 世界の食糧事情と日本への影響 産業革命がThe　Beatlesを生んだ ―

講　師 ㈱日本総合研究所調査部主任研究員　河村　小百合 国際農林水産業研究センター理事長　小山　修 中島経営法律事務所 代表 弁護士・弁理士　中島　茂 ―

テーマ 右派ポピュリズムの高まりとドイツの行方 最近の中東情勢 　ーガサ紛争とシリア政権崩壊後の中東秩序の再編ー 万葉を生きる、日本を生きる 脳卒中に対する最新治療

講　師 在独ジャーナリスト　熊谷　徹 東京大学 先端科学技術研究センター グローバルセキュリティ・宗教分野 教授 池内 恵 國學院大学 文学部日本文学科 教授　上野 誠 東京慈恵医科大学 脳神経外科学講座 教授 村山 雄一

テーマ サーキュラーエコノミーの内外の動向 第2期トランプ政権『最初の100日』を読む 万葉集のはじめのうた 生活習慣病の予防と治療

講　師 公益財団法人 廃棄物・3R研究財団  理事長 梶原 成元 ㈱双日総合研究所 情報調査室 調査ｸﾞﾙｰﾌﾟ　ﾁｰﾌｴｺﾉﾐｽﾄ 吉崎 達彦 國學院大学 文学部日本文学科 教授　上野 誠 三井記念病院 糖尿病代謝内科部長 五十川 陽洋

テーマ 最近の賃上げの実態と今後の展望 尹大統領弾劾後の韓国情勢 ― ―

講　師 法政大学経営大学院教授/日本総合研究所客員研究員　山田　久 慶應義塾大学法学部政治学科 教授 西野 純也 ― ―

テーマ 新年の内外経済展望 ドラギレポートとＥＵの危機
「気候変動と日本人20万年史」より過去と現在そして未来の気候変動を考える②気候の大変化

が社会へ与える影響－過去と現代、そして未来
―

講　師 ㈱三菱総合研究所 執行役員 武田 洋子 慶應義塾大学法学部 教授 細谷 雄一 早稲田大学理工学術院大学院創造理工学研究科客員教授　川幡　穂高 ―

テーマ ロシア内外情勢とウクライナ戦争ープーチン大統領の下でロシアはどのように変わったか アメリカ新大統領による国際関係のゆくえ ②結果を出す健康経営 認知症治療の新たな希望、再生医療の最前線

講　師 元 駐ロシア日本国特命全権大使 上月 豊久 ㈱富士通フューチャースタディーズ・センター　理事長 谷内 正太郎 慶應義塾大学 グローバルリサーチインスティテュー 特任教授 　林　英恵 京都府立医科大学名誉教授/がん集学的治療研究財団理事長　山岸　久一

テーマ 日米新政権下でのマーケット動向 北朝鮮情勢
「気候変動と日本人20万年史」より過去と現在そして未来の気候変動を考える①日本人の祖先

が経験した気候変動アフリカと極東アジア、そして日本列島
―

講　師 大和証券㈱ チーフマーケットエコノミスト　岩下　真理 日本総研 国際戦略研究所 特別顧問　田中　均 早稲田大学理工学術院大学院創造理工学研究科客員教授　川幡　穂高 ―

テーマ 新政権の課題と解散総選挙の行方 米大統領選挙の行方と日本経済 ①健康になる技術 ―

講　師 政治ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ TBSｽﾍﾟｼｬﾙｺﾒﾝﾃｰﾀｰ 星 浩 双日総合研究所 情報調査室 ﾁｰﾌｴｺﾉﾐｽﾄ　吉崎 達彦 慶應義塾大学 グローバルリサーチインスティテュー 特任教授 　林　英恵 ―

テーマ デフレとの闘いと転換期の金融政策 新たな価値の創造とグローバルサステナブル社会の実現　　ーＩＯＷＮ 21世紀の東京論ー愉しく、しなやかに、末長い成熟都市とは何か ―

講　師 ㈱野村総合研究所 顧問 雨宮 正佳 日本電信電話㈱ 代表取締役副社長副社長執行役員 川添 雄彦 國學院大學観光まちづくり学部観光まちづくり学科 教授　吉見 俊哉 ―

テーマ 日本における介護問題の現状と課題 民主主義国家とデジタルプラットフォーム規制 硫黄島から日本の近現代史を捉えなおすー「強制疎開80年」にあたって 「人生会議」どうしますか？

講　師 未来研究所 臥龍 代表理事　香取 照幸 東京海上ディーアール㈱ 主任研究員　川口 貴久 明治学院大学 社会学部 社会学科 教授　石原 俊 三井記念病院 緩和ケア科 科長　江川 健一郎

テーマ 平安時代の女性の生き方ー文学とドラマのあいだ デジタル技術の進化と中国の先進企業の経営変革 中国モデルの優位性と課題 中世都市鎌倉と寺院（鎌倉歴史散歩）第2回 都市鎌倉の魅力 ―

講　師 清泉女子大学　日本語日本文学科 教授 藤井 由紀子
ＮＴＴデータ経営研究所 グローバルビジネス推進センターシニアスペシャリス　　　　　       

岡野　寿彦
山形大学名誉教授　松尾 剛次 ―

テーマ なぜ日本の名目ＧＤＰはドイツに抜かれたのか 最近の中央アジア情勢 中世都市鎌倉と寺院（鎌倉歴史散歩）第１回中世都市鎌倉の魅力 ―

講　師 在独ジャーナリスト　熊谷　徹 外務省欧州局中央アジア・コーカサス室長　市場 裕昭 山形大学名誉教授　松尾 剛次 ―

テーマ 日本経済の変革課題と政策の在り方 韓国総裁選挙後の朝鮮半島情勢 戦争と平和について考える ―

講　師 東洋大学 特任教授 益田　安良 慶應義塾大学法学部政治学科 教授 西野 純也 ジャーナリスト　Beyond Media 編集長 足立 真理 ―

テーマ 日本の労使関係と賃金 ウクライナ侵攻後のヨーロッパ「ＥＵーＮＡＴＯ体制」のゆくえ 仏教が分かるとアジアが見える 認知症予防と睡眠

講　師 立教大学経済学部 教授 首藤 若菜 東京大学大学院法学政治学研究科 教授 遠藤　乾 東京大学東洋文化研究所　教授 馬場 紀寿 三井記念病院 精神科部長 中嶋 義文 

テーマ 森と都市の共生　-都市木造の意義- 2024年米大統領選挙と国際秩序・日米関係 ヒトの老いと死についての生物学的考察　人の老化の意味について 大腸癌治療における手術と集学的治療の進歩

講　師 東京大学生産技術研究所 教授 腰原 幹雄 防衛大学校長　久保 文明 東京大学 定量生命科学研究所　教授 小林 武彦 北里大学病院 副院長　北里大学医学部 下部消化管外科学　主任教授　内藤 剛

テーマ 2024年の国際政治展望 岐路に立つ中国の政治、経済と社会の行方 ヒトの老いと死についての生物学的考察　ヒトの死の意味について ―

講　師 日本総合研究所 国際戦略研究所 特別顧問 田中 均 東京財団政策研究所 主席研究員 柯 隆 東京大学 定量生命科学研究所　教授 小林 武彦 ―

テーマ 2024年の世界・日本経済ーリスク要因にいかに対応すべきか 日本の近隣外交のあり方を考える ブッダの統治されない技術 ―

講　師 日本総合研究所　調査部長 石川 智久 中曾根康弘世界平和研究所 総括研究顧問 北岡 伸一 東京大学東洋文化研究所　教授 馬場 紀寿 ―

テーマ 今後の政局と読み解くカギは？ 今後の日本の安全保障と課題 仏教の起源 泌尿器がんから身体を守る

講　師 日本放送協会 解説委員長 伊藤 雅之 元 海上自衛隊統合幕僚長 河野 克俊 東京大学東洋文化研究所　教授 馬場 紀寿 三井記念病院　泌尿器科部長

テーマ 検察から見た世相 変容するインド太平洋情勢と日本の外交戦略 古代ローマのお風呂と美術 ―

講　師 大阪地方検察庁 公安部副部長 山口 智子 東京大学公共政策大学院 教授　鈴木 一人 東京大学 文学部 教授　芳賀 京子 ―

テーマ 循環経済への招待 右傾化する欧州 科学で証明！不機嫌はハラスメントです ―

講　師 東海大学副学長 政治経済学部経済学科教授/慶応義塾大学 名誉教授　細田 衛士 ＮＨＫ 専門解説委員　二村　伸 慶應義塾大学 理工学部 システムデザイン工学科 教授 満倉 靖恵 ―
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